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物理分野の研修動画作成に関する一考察

河端 将史

令和２年度の当附属理科研究センター研修講座のうち，新型コロナウイルス感染症対策のため，

集合研修形式から紙上研修形式に変更し，Webページ上に研修用のテキスト及び動画を掲載する研

修形態を設定するものがあった。そこで今回は，物理分野の研修テキスト及び動画の作成や受講

者のアンケート結果を基に，紙上研修形式の成果と課題について報告する。
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はじめに

科学的に探究する力を育む「物理」「化学」

「生物」「地学」研修【高等学校】では，探究

的な学習指導の進め方について理解を深め，実

践的指導力の向上を図るとともに，指導の改善

・充実に向けた方策を考えることをねらいとし

ている。しかし，令和２年度９月の研修講座は，

新型コロナウイルス感染症対策のため，当初の

集合研修形式から紙上研修形式に変更し，Web

ページに研修用のテキスト及び動画を掲載する

研修形態を設定するとともに，改善・充実のた

めのアンケート協力を募ることとなった。

物理の講座では，電気と磁気について，実

験を通して探究し，電気と電流における規則

性や関係性を見いだして表現できるような指

導方法を検討するために，身近な材料を用い

たコンデンサーの電気容量に関する実験及び

探究の過程について取り扱った。

高等学校学習指導要領（平成30年告示）１）

では「コンデンサーの性質を理解するととも

に，電気容量を電界や電位差と関連付けて理

解すること」，内容の取り扱いでは「コンデン

サーの接続にも触れること」と示されている。

そこで，かねてより研修講座で取り扱ってき

たデジタルマルチメーターを用いた手づくりコ

ンデンサーの電気容量の測定２）に，複数接続し

たコンデンサーの合成容量を測定する内容を加

えた講座を行った成果と課題ついて報告する。

１ テキスト及び動画の作成方針について

研修講座のテキストを資料１に示す。デジタ

ルマルチメーターを用いてアルミニウムはくと

本で作った手作りコンデンサーの電気容量の測

定を通して，電気容量と極板間距離，極板面積，

極板間にはさんだ物質の比誘電率，合成容量に

ついて調べる実験である。テキストには，実験

の目的，準備，方法の他に，生徒に指導するポ

イントや観察，実験を深める方法を記載した。

また今回は，探究的な学習指導の進め方につい

ての理解を深める観点から，「課題の把握（発

見），課題の探究（追究），課題の解決」の３つ

の探究の過程の場面における，授業での取り扱

いについて記載した。

研修講座の動画スライドを資料２に示す。動

画では，テキストでは読み取りにくい実験の手

順や操作がわかるように，ポイントを拡大して

スライドを作成するとともに，視聴者が疑似体

験できるような実験者目線で撮影した映像にす

るよう配慮した。また，説明は，読み上げ等は

行わず，すべて画面下のテロップに記載し，音

声はＢＧＭのみとした。さらに，アップロード

容量制限及び動画の読み込み速度に留意するた

め，実験操作の映像を除き，一時停止を前提と

した編集を行った。探究の過程については，高

等学校学習指導要領解説の資質・能力を育むた

めに重視する探究の過程のイメージを例にテキ

ストの内容を紹介した。
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２ 受講者のアンケート結果について

令和２年12月末までの，当該研修講座のテキ

ストダウンロード数は75，動画視聴数は143，ア

ンケート回答数は８であった。得られたアンケ

ート結果数は少ないものの，受講者に自由に意

見や感想を記述していただいたアンケート結果

について，テキストに対するものを表１に，動

画に対するものを表２に示す。

表１より，テキストは実験や指導の要点及び

探究の過程や実験を深める方法がわかりやすい

が，テキストの性質上，文章記述が多く図表が

少ないため，教材のイメージが湧きにくい結果

となった。一方，表２より，動画は実際の手順

や操作，具体的な結果や考察の例及び探究的な

活動の具体例などはわかりやすいが，実際に観

察，実験を行う場合と比較し，臨場感が出ない

結果となった。身近な材料できる実験を選定し

たため，積極的に試したいという意見もあった。

表１ 研修講座のテキストに対するアンケート

結果（Ｎ＝８）

表２ 研修講座の動画に対するアンケート結果

（Ｎ＝８）

３ 紙上研修形式の成果と課題について

テキスト及び動画の作成方針，受講者のアン

ケート結果から次のような知見が得られた。

実験，指導の概要や要点を捉えるにはテキス

トが，実験の手順や操作，具体的な結果や考察

は動画が有効であるため，それぞれの特質を十

分に理解した上で活用する必要がある。テキス

トダウンロード数と比較し，動画視聴数が約２

倍であったことからも，受講者が観察，実験を

研修する際に求める要素は，より実験の手順や

操作がわかりやすい動画であることと推察でき

る。また，アンケート結果の通り，題材を身近

な材料で再現可能な実験とすることで，受講者

自身が動画を観ながら学校現場で再現したくな

るような題材を扱うことが有効と考えられる。

受講者に実験キットを配付する方式でない限り，

受講者が手軽に実験可能な題材とすることが求

められるだろう。

従来より物理分野のテキストは文章中心で図

表が少ないものであったが，集合研修形式で観

察，実験を体験しながら理解を深められたこと

から，あまり指摘されることはなかった。しか

し，今後はこのような紙上研修形式に変更する

ことも十分に想定されることから，テキストの

改善を検討する必要がある。また，動画につい

ては，実際に観察，実験を行う場合に比べ，臨

場感がないとの回答があった。受講者が動画を

視聴しながら，実際に観察，実験を体験しても

らえるよう，動画の流し方や教材の配付等の対

応も検討する必要がある。特に、流し方につい

ては、指導者の出演や口頭説明も考えられる。

さらに，データを主とした実習や思考実験のよ

うな題材を取扱い，授業や家庭学習で活用でき

るコンテンツも検討することが必要である。

おわりに

今回の調査研究にあたり，講座へのアンケー

トにご協力いただいた北海道内の先生方には大

変お世話になりました。この場を借りて厚く御

礼申し上げます。
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資料１ 研修講座のテキスト
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資料２ 研修動画のスライド（一部抜粋）
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